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　この度、第67回通常総会
の役員改選において、引き
続き理事長の大役を拝命し
ました。重責ではあります
が、これまでの経験を生か
し更なる組合の発展に微力

ながら尽力致します。組合員の皆様には、かわ
らぬご支援ご協力のほどを改めまして、よろし
くお願い申し上げます。 
　今期で退任される役員の皆様方には、長引く
デフレ経済の中、規制緩和が、それに追い打ち
をかけ、組合の受注環境も大きく様変わりし危
機に陥りました。当然、先行きは極めて不透明
になり、売上の減少や組合員の大幅な減少など、
その難しい問題に課題が山積し、具体的な解決
策の立案を皆さんと共に考え、指針を出し、そ
のご尽力に対して心より御礼を申し上げます。
　
　いよいよ新年度がスタートしました。総会で
承認された新しい仲間に理事 4 名、監事 1 名が
加わりました。皆さんには、まず組合の定款や
規程等をしっかりと熟読して頂き、理解をして
頂く事をお願いします。
　当組合は、横浜市水道局の指定工事店の集ま
りであり、370万人の市民生活に欠かせない、
安全で安心な「命の水」をお届けする重要な役
割の一端を担い続けて80年を迎えようとしてい
る大変歴史のある組合です。
　さて、組合事業運営は、組合員の賦課金と外
部の事業収入など、大きく分けると二つの構成
で成り立っています。しかし、年度の予算編成

で目的が達成しない時の要因は、外部環境に
よって事業収入の減少などが大きく影響し、収
支のバランスが崩れ、赤字となります。そうな
らないためには、組合員からの賦課金収入だけ
でなく、共同受注事業として安定的な収入を確
保する新しい事業展開を常に模索しなければな
りません。
　このような現実を見据えて、今後の組合事業
の展望は、共同受注の安定した事業収益の確保
に努め、組合員の皆様に安心して頂きます。ま
た、ひとりで解決出来ない問題や悩み事などは
抱え込まずに組合に相談し、組合組織を大いに
活用して頂きたいと思います。
　平成28年度の新執行部が取り組むべき 7 項目
の重点課題として
①組合組織の再構築の実施②新規事業の開拓③
次世代を担う職員の人材確保（新卒・中途採用
の継続）④新規組合員の加入促進の継続⑤防災
組織体制の強化⑥組合員の技術研修会実施⑦80
周年記念行事実施など、こうした課題に新執行
部の皆様と共に力を合わせて参りますので、今
後ともより一層のお力添えを、何卒よろしくお
願致します。
　終わりに、組合員の相互扶助の精神に基づき、
仲間意識、横の連携をして助け合う。また、地
域に住む人々の暮らしの手助けやボランティア
活動、区民祭・地域防災訓練などに参加し、組
合の社会的責任を果たす。組合員として経済的
活動を促進し、その経済的地位の向上を図る為
に執行部としての使命を果たして参ります。
　理事長として基本方針を申し述べました。

理事長就任のご挨拶
理事長 佐々木　靖　太

今月の言葉
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　はじめまして、このたび戸塚支部より推薦を頂きまして理事を仰せつ
かりました、五代工業株式会社、山口隆と申します。つきましては、は
なはだ微力ながらこの大任をお受けいたしましたうえは、組合ならびに
戸塚支部の発展に力の限り努力をいたす所存でございますので、何とぞ
ご指導とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

　このたび保土ヶ谷支部より推薦を頂きまして理事に就任致しました、 
有限会社　保土ヶ谷設備　高田透と申します。 まだまだ微力ながらこ
の大任をお受けして、組合ならびに保土ヶ谷支部の発展に尽力をつくし
ていきたいと思います。
　これからイベント等の実施にも協力していきたいので、宜しくお願い
します。

　私は、このたび保土ヶ谷支部の新理事となりましたケイ・エス・ケ
イ株式会社 小野 義明 と申します。弊社は、保土ヶ谷バイパスを狩場
町で下り、箱根駅伝でも有名な権太坂を少し上って左折すると児童公
園入口の近くにあります。
　昭和５９年創業、当初は関東設備管理工業という管理会社としてスター

トしました。
　平成 ５ 年より社名を現在のケイ・エス・ケイ株式会社と改め、宅地造成工事をメインとし付
帯する上下水道工事もあわせて施工しています。
　趣味は野球観戦、好きな球団は「巨人」です。先日も東京ドームに見に行ってきました。ま
た、歌手では「桑田佳祐」が大好きでコンサートにもよく行きます。ですから、支部会の後な
ど皆さんと飲みに出かけた先にカラオケがあると勝手に盛り上がります。昨年度までは青年部
の副会長としてボランティア活動や見学会に参加したことで、他支部の皆さんとの交流も増え
業務にもプラスとなっています。
　今年度、突然理事のお話をいただき緊張しておりますが、頑張りますのでどうぞよろしくお
願いいたします。

戸塚支部

保土ヶ谷支部

保土ヶ谷支部

五代工業（株）

（有）保土ヶ谷設備

ケイ・エス・ケイ（株）

山　口　　　隆

高　田　　　透

小　野　義　明

〈 新 理 事 〉

新理事及び新監事の紹介
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　この度、西支部より推薦をいただきまして理事に就任いたしました
金森一男です。微力ながら組合活動に協力させてもらいます。港北支
部理事の佐々木氏は神奈川工業高校時代 1 年先輩で、水泳部とバレー
ボール部でお互い隣どうし、50年前を思い起こします。
　昨年、旧東海道53次を約10年かけて京都三条大橋まで踏破しました。

掛川の360°見渡す限りの茶畑や三保の松原からの富士山が印象深かったです。
　今年から、伊豆半島一周をスタートし、小田原を起点に一夜城を経由して真鶴まで進みまし
た。歴史を重ねながら、今年もウォーキングを楽しみたいと考えております。
　どうぞよろしくお願いします。

　水道工事に携わって40年近くたちました。この間の管工事業の進歩
は目覚ましい発展を遂げてきました。しかしながら取り巻く環境は決
して良好というものではありません。規制緩和により業者の参入が増
え仕事の取り合いがあり、また住宅着工数の減少により仕事の半減な
どなど‥その中、管工事協同組合の形態も以前とは変わってきて管工

事協同組合に入っている価値があるのか？問われ危機もありました。しかし、昨年度の総会の
報告を見てもわかるように横浜市保全公社からの受注工事、また教育委員会委託事業等の仕事
の受注により管工事協同組合運営の方向が明確なものとなり安定したと思います。
　来年行われる創立80周年記念事業が、組合員の皆様のご協力のもと、また一つの節目になり、
大きな飛躍に繋がると思います。
　そのような中、この度、監事を拝命することになり、まだ管工事協同組合での監事という業
務がどのような仕事なのかわからないことが多々ありますが諸先輩の方々にご指導をいただき
組合員の皆様に貢献したいと考えています。よろしくお願い申し上げます。

西支部

瀬谷支部

（有）金森工業

ホクヨー住宅設備（株）

金　森　一　男

佐々木　正　利

〈 新 監 事 〉
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第67回通常総会報告

　第67回通常総会は 5 月26日（木）、午後 3 時
から港北区新横浜の「新横浜グレイスホテル：
3 F」において、299社のうち203社（書面議決
書含む）が出席し井口事務局長の司会進行で進
められました。
　石田副理事長の開会の辞に続き、佐々木理事
長より挨拶が行われました。まず初めに先の熊
本地震の被災者へお見舞いの言葉を述べられま
した。次に組合の事業を総括し、資材販売につ
いては今後のあり方を検討していく必要を説か
れ、路面復旧は体制を再整備し進めていく旨を
説明されました。共同受注工事につきましては
多くの発注を受け、大幅な増収となりました。
しかし、大きな人身事故にはなっていないもの
の 4 件の工事事故が発生したので、安全パトロー
ルや安全教育など、意識の徹底に努めると身を
引き締めました。また、創立80周年記念事業に
ついて、「組合創立80周年記念式典」、「次世代
に臨む設備博」、「80周年記念誌発行」と 3 大事
業が予定されているので、今年度は組合員総力
での準備活動が必要になりますとご協力を仰ぎ

ました。
　続いて、横浜市技能功労者表彰受賞者 1 名・
横浜市優秀技能者表彰受賞者 4 名・永年勤続従
業員表彰受賞者 3 名に対して表彰状及び記念品
の贈呈、支部運営功労者 4 名に対して感謝状及
び記念品の贈呈が行われました。
　議長に宮本理事、副議長に平澤理事が選任さ
れ、議案の審議に入りました。
　平成27年事業報告並びに決算報告、平成28年
度事業計画、任期満了による役員選任の件まで
すべて異議なく承認されました。また、これに
伴い理事改選が行われ、任期満了の大橋理事、
金子繁夫理事、鈴木理事の 3 名が組合運営功労
者として表彰されました。また長年事務局に勤
め、任期満了に付き退職される金子峰晴理事へ
花束と感謝の言葉が理事長より送られました。
　総会は休憩を挟み、理事会を行い、新任理事
から正副理事長を選任しました。正副理事長は
前期と同じく、佐々木理事長、石田副理事長、
丸山副理事長となりました。総会を再開しその
旨を伝え、佐々木理事長より就任の挨拶があり
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ました。最後に、丸山副理事長の閉会の辞をもっ
て総会を終了しました。
　引き続いて、同会場 4 Fサフィーアの間にお
いて懇親会を開催、90名ほど参加され終始なご

やかな雰囲気の中懇親が行われ、午後 6 時半過
ぎに閉会しました。
� 事務局　河原
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（公財）横浜市建築保全公社　研修会参加報告
　平成28年 5 月18日（水）、横浜情報文化セン
ター 6 階情文ホールにて、（公財）横浜市建築
保全公社主催の研修会が行われました。当日は、
当組合員をはじめ保全公社発注工事の受注事業
者等関係者で会場は満席状態でした。
　今回は、「事故事例から学ぶ工事事故のポイ
ント」と「施設の特徴を理解し、より安全で円
滑な現場運営」の二つがテーマでした。開会に
あたり、保全公社　木島技術部長より「前年度
は事故が多発しました。今年度は事故ゼロとす
るため、施工にあたっては常に危機意識を持っ
て対応していかなくてはなりません。また、そ
の対応というのも、最悪の事態を想定しておく
べきで、その辺を踏まえた施工管理をお願いし
たい。」と事故ゼロへの強い姿勢を表した挨拶
がなされました。
　村上技術管理課長による第一部「事故事例か
ら学ぶ工事事故のポイント」に入ります。
　始めに、直近 4 年度（24～27年度）分の事故
報告件数推移グラフに触れ、昨年度の事故件数
が突出していること、取分け、スラブ内電線管
に代表されるコンクリート内埋設物損傷が多く
発生したとの説明がありました。
　続いて、各種の事故事例紹介と再発防止策が
提示され、事故は複数の要因が重なって発生す

るため、原因を減らすこと、工事現場の安全確
認・誘導を実施し、重大な事故に繋がる軽微な
事故を起こさないこと、現場状況は日々刻々と
変動していることを踏まえ、「～～かもしれない」
と考えることがポイントとの内容でした。
　休憩を挟み、第二部「施設の特徴を理解し、
より安全で円滑な現場運営」の講義です。
　まず、工事に伴う休業が極めて難しい他、公
共施設共通の事柄・留意点が述べられた後、学
校、保育園、水再生センター、総合庁舎、動物
園、消防署等、各施設特徴が具体的に説明され
ました。公共施設に対する工事を安全かつス
ムーズに行うために、施設特有の運用状況把握
と留意点に対する十分な配慮、加えて施設管理
者とのコミュニケーションを密に取ることがひ
いては、施設側の安心感や施工側の視野拡大に
繋がるとの中身でした。
　今回の研修会は、工事着手前に現場代理人を
対象として行われている工事事故防止事前学習
会と重複する部分もあるとのことでしたが、異
なる観点からの解説もなされ、普段、対応機会
の少ない施設についても、新たな視点や情報を
得られた有意義な研修会でした。　

事務局　川村
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　日頃から横浜市水道事業に御理解、御協力い
ただきありがとうございます。
　平成28年 4 月14日に発生した熊本地震では、
熊本県を中心に甚大な被害が発生し、水道施設
においても最大約446,000戸の断水被害が発生
しました。
　横浜市水道局では、公益社団法人日本水道協
会からの要請を受け、発災初期の 4 月17日から
5 月 9 日までの23日間、被害状況調査や復旧作
業などのために被災地への応援派遣を行いまし
た。
　復旧作業を目的とした応援派遣にあたっては、
横浜市管工事協同組合様及び一般社団法人横浜
建設業協会様に、横浜市水道局との間でそれぞ

れ締結してい
る災害時の応
急措置に関す
る協定に基づ
き御協力いた
だき、有限会
社スイスイ様

（ 4 名）、髙和
管 設 株 式 会
社様（ 4 名）、興信工業株式会社様（ 6 名）に
被災地の復旧作業を行っていただきました。
　今回、事業者様と横浜市水道局職員が共に
行った熊本市及び益城町における復旧作業の内
容についてご紹介いたします。

水道局からのホットニュース
熊本地震における被災地への応援派遣について

1 ．熊本市
（ 1 ）被害状況
　最大断水戸数：約327,000戸
　（平成28年 6 月 8 日現在、断水戸数 0 戸）

（ 2 ）応援内容
・漏水調査、応急復旧

　横浜市水道局職員による漏水調査を行い、有限会社スイス
イ様及び興信工業株式会社様が、発見された漏水箇所の復旧
作業を行いました。
　震災直後より熊本市が復旧作業を行っており、道路等での
目立った漏水は見られなかったため、主に給水管等の地下漏
水の修理を行いました。

4 月21日〜5  月 9 日の
調査結果

表面漏水調査で発見した漏水
箇所 2 件

音聴調査件数 4,930件
発見できた漏水箇所 82件
復旧工事件数 13件

災害派遣出発時
（有限会社スイスイ様）

復旧作業の様子
（興信工業株式会社様）
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2 ．益城町
（ 1 ）被害状況
　最大断水戸数：約11,000戸
　（平成28年 6 月 8 日現在、断水戸数 0 戸）

（ 2 ）応援内容
　・漏水調査、応急復旧

　横浜市水道局職員により配水管の通水作業及び漏水調査を
行い、髙和管設株式会社様及び興信工業株式会社様が発見さ
れた漏水箇所の復旧作業を行いました。
　特に、益城町の主要管路である口径300mmの復旧を行い、断水を解消しました。

4 月30日〜5  月 9 日の
調査結果

表面漏水等漏水箇所 130件
復旧工事件数 37件

≪応援派遣一覧≫

活動期間 支援業務 横浜市
水道局職員 派遣事業者様

① 4 /17 〜 4 /21
（ 4 /19〜 益城町）

熊本市に給水袋 10,000 袋を
搬送益城町の被害状況の調査
及び復旧に向けた技術的支援

4 名

② 4 /21 〜 4 /27 熊本市の漏水調査業務 4 名

③
4 /26 〜5  / 3 応急復旧に係る熊本市との

連絡調整業務 3 名

4 /27 〜5  / 3
（ 4 /30 〜益城町）

熊本市及び益城町の
水道施設の応急復旧業務 8 名 興信工業株式会社様（ 6 名）

有限会社スイスイ様（ 4 名）

④

5 / 1 〜5  / 7 益城町の水道施設の
応急復旧業務 4 名 髙和管設株式会社様（ 4 名）

5 / 3 ～ 5 / 9

応急復旧に係る熊本市との
連絡調整業務 3 名

益城町の水道施設の
応急復旧業務 5 名 興信工業株式会社様（ 6 名）

有限会社スイスイ様（ 4 名）
※ 4 /27 から継続熊本市及び益城町の

水道施設の応急復旧業務 4 名

復旧作業の様子
（髙和管設株式会社様）

　応援派遣では有限会社スイスイ様、髙和管設
株式会社様、興信工業株式会社様の被災地での
御活躍により、熊本地震で被害を受けた水道施
設は、復旧に向けて大きく前進することができ
ました。
　御協力いただいた事業者のみなさまに深く感
謝申し上げます。
　また、今回の応援派遣を通し、横浜市が被災
した際の水道施設の早期復旧には、組合員の皆

さまとの更なる連携が必要不可欠だと再確認す
ることができました。
　横浜市では、災害時の迅速な対応を図るため、
横浜市管工事協同組合様と横浜市水道局で「横
浜市水道施設に係る災害時等の応急措置の協力
に関する協定」を締結し連携を図っております。
今後も合同防災訓練などを通じて災害時の迅速
な対応の実現へ御協力をお願いいたします。
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（有）スイスイ（緑支部）応援派遣に出動して（1）

出動日程　　�4 月26日（火）出発〜5  月10日（火）
帰浜

　　　　　　 4 名編成　（工作車、ダンプ）

　九州　熊本復興支援事業を終えて漏水修理し
たお客様からは「横浜から熊本まで来て、大変
ありがとうございます。」と数多く感謝の言葉
を頂きました。
　また、益城町の辺りを通った時は、建物が斜
めになっており、建物 2 階部分が下になってい

る状態でした。
　車を移動するとき、通行止めが多く現場に行
くまで遠回りする事が多かったです。	

　震災がどれだけひどいか、復旧するまでにど
のくらいかかるか予想がつかない程でした。
 震災にあわれた方の気持ちを思うと、心が痛
くなり、今後、このような大震災が無い事を願
います。　

　 4 月25日（月）横浜市水道局から熊本地震の復旧応援として派遣要請が当組合にありました。連
休前で業務多忙の折、急遽ではありましたがそれぞれ快諾していただき、第 1 陣として（有）スイ
スイ（緑支部）が 4 月26日（火）、第 2 陣として髙和管設（株）（金沢支部）が 4 月30日（土）に出
動しました。
　応援派遣から帰浜した組合員から寄稿していただきました。

熊本地震復旧応援派遣について
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髙和管設（株）（金沢支部）応援派遣に出動して（2）

出動日程　　�4 月30日（土）出発〜5  月 9 日（月）
帰浜

　　　　　　 4 名編成　（工作車、ダンプ）
　平成28年 4 月28日、横浜市管工事協同組合よ
り平成28年 4 月14日以降発生した熊本地震で被
災した地域の災害復旧工事を行う為、 4 月30日
より派遣出動の要請があり、快諾しました。
　平成28年 4 月30日（土）、予定通り作業車 1 台、
ダンプトラック（ 3 t） 1 台、ミニバックホウ

（0.08Mm 3 級） 1 台、作業員 4 名にて髙和管設
㈱事務所を午前 2 時に出発し、陸路にて大阪市
南港まで向かい同港で横浜市水道局員と合流し、
カーフェリーにて別府観光港に翌朝（ 5 月 1 日）
8 時30分到着し、同港より再び陸路にて当社が
担当する被災地域である熊本県益城町水道セン
ターに向かい、午後 3 時頃の到着となりました。
早速、先発災害復旧隊（横浜市水道局員）より
被災・復旧状況等の説明を受け、翌日からの作
業の確認を行った後、災害復旧作業現場の被
災・損傷状況の踏査を行いました。	
　復旧作業現場は、家屋等の倒壊、道路の損傷
等、被害が局地的に集中している印象で、被害
が激しい地域での復旧には時間を要する印象で
した。調査終了後、荒尾市下井手の宿舎に向か
い、午後 7 時30分頃到着し、翌日からの作業に
備えました。
　 5 月 2 日（月）より 5 月 7 日（土）まで被災

地域での災害復旧作業を行いました。宿舎から
復旧作業現場までは 1 時間30分程度かかる為、
朝は宿舎を午前 7 時に出発し、益城町に向かい
横浜市水道局員と同行し、断水市域ブロックご
とへの注水を行い、目視及び音調等で漏水・破
損個所を特定し、順次修理・止水等の作業を行
いました。
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　また、送水管の復旧に時間を要した為、配水
管への十分な注水量が確保できなかったので、
家屋等の倒壊、水道管の損傷が激しい地区は注
水を断念し、比較的被害の少ない地区からの注
水及び断水解除作業を行いました。日々の作業
は午後 5 時30分頃終了し、翌日の作業及び作業
場所の確認を行い、午後 8 時頃には宿舎に戻り
ました。
　平成28年 5 月 8 日（日）、前日までに予定さ
れていた作業を完了したので帰路に就きました。
　今回、災害復旧作業にあたり、いかに送・配
水管に水を注入するかが課題となりました。管

路の損傷が激しい地域はバルブを閉止しバルブ
の無い地域には新たにバルブを設置し注水・漏
水確認作業を行い順次、給水管等の修理も行い
ましたが、材料等の不足があり円滑な作業が行
えませんでした。地区バルブも少なく、図面・
出来形等の管理に不備が多く、施工判断等、準
備に時間を要しました。
　道路の損傷が激しい地区等があり、大型連休
と重なったこともあり、道路の渋滞が激しく移
動に時間がかかりこのような事がなければ、も
う少し早く広範囲に水を供給できたと思うので、
今後の課題の一つとなると思いました。
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青年部 活動報告

第 3 回横浜市管工事協同組合 
青年部総会及び懇親会

　平成28年度青年部会定期総会を平成28年 5 月
18日（水）を管工事組合会館 3 階ホールにて行
いました。青年部会会員は、現在30社、当日参
加者16社委任状12社で今回の総会は、成立致し
ます。今年度は、改選時でもあります。
　司会は、副会長であります（株）大德工務店
大德氏で始まり、続きまして部長であります（株）
村山設備　村山氏より挨拶がありました。続き
まして本部副理事であります丸山様より、挨拶
の言葉を頂きました。
1 号議案　平成27年度事業計画案をケイ・エス・

ケイ（株）小野氏より説明が有りました。
2 号議案　平成27年度収支決算案を（有）鈴木
設備工業所　鈴木氏より説明が有りました。
3 号銀　平成27年度収支決算報告承認の件をア
クアテック（株）　石山氏より説明が有りました。
4 号議案　平成28年度事業計画（案）をケイ・
エス・ケイ（株）　小野氏より説明が有りました。
5 号議案　平成28年度収支予算（案）を（有）
鈴木設備工業所　鈴木氏より説明が有りました。
6 号議案　平成28年度青年部活動計画（案）を
ケイ・エス・ケイ（株）　小野氏より説明が有
りました。
7 号議案　平成28年度役員改選（案）の件、本
議案について、ケイ・エス・ケイ（株）小野氏
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が参考資料を基に説明しました、副会長のケイ・
エス・ケイ（株）小野氏及び（株）大德工務店
　大德氏は、平成27年度をもちまして副会長を
辞任する為に後任に（株）三協　石井氏、興和
工業（株）　小堀氏　が副会長に就任する。
　以上の議案は、原案通り承認可決されました。
　最後に本部理事の月山様、雪野様からも挨拶
の言葉を頂きました。
　続きまして、まちに待った懇親会です。管工

事組合会館より場所を中華街景德鎮に変えまし
て17社でスタートしました。村山会長の挨拶で
始まり、前大德副会長の乾杯で懇親会が、始ま
りました。懇親会の合間にも此れから如何に会
員を増やすか又此れからの勉強会や研修会等の
話でも持ち上がりました。時間が過ぎるのは早
いもので懇親会の締めは、前小野副会長に締め
て頂きました。
� 前副部会長　（株）大德工務店　大德　稔
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青葉支部

青葉支部第22回定期総会及び 
青葉支部20周年記念事業

　青葉支部は、緑支部から青葉支部として分離
し20年経過しました。定期総会と青葉支部発足
20周年記念を重ねて行いました。会場は、本部
総会や賀詞交歓会も行っております、新横浜グ
レイスホテル 4 階ヴィオーレにて平成28年 5 月
21日（土）に開催しました。今年度は、役員改
正の時期でもあります。支部員14社中委任状 5
社、出席 9 社にて総会は、成立しました。
　まず、司会・加藤幹事長の進行で始まり、続
きまして大德支部長より昨年度の総括や此れか
らの青葉支部としての活動内容の話がありまし
た。続きまして議長に鈴木さん、書記に山崎理
事が選任され、第 1 号議案から第 7 号議案まで
報告があり承認されました。改選時期でもあり

ますが、前期同様役員はスライドで同じ役員で
す。
　普通ですと総会が終わりますと、いざ懇親会
ではありますが、でも流石青葉支部としまして
は支部会を行いました。先日行われた支部長会
の内容に付随して行われました。特に80周年記
念式典や設備博には青葉支部として参加する事
等を話して頂きました。
　此れからは皆さんが待ちに待っていました懇
親会へと突入です。
　今回は、記念事業とも重ねて行いましたので
特別 3 時間枠をとっております。司会は、加藤
幹事長の進行で進み大徳支部長の挨拶があり、
乾杯の音頭は中嶋会計で懇親会が始まりました。
歓談の間にも此れからの青葉支部を今以上に絆
を強めるか等、笑いもあれば、真剣な話が有る
のが我が青葉支部の格言で有ります。
　写真にも有ります様にユニークな一面も有り
ます。しかし楽しい懇親会もあっという間に時
間は過ぎ内野監査役の中締めで終了しました。
� チーム青葉　青葉支部長　大德　稔

支部だより
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鶴見・神奈川支部

TOTO ベトナム・ハノイ工場 
視察研修旅行

　平成28年 4 月15日（金）、羽田空港より出発
の神奈川支部 7 名鶴見支部 4 名港北支部 1 名合
計12名はTOTOベトナム・ハノイ工場に無事
到着しました。
　TOTOのグローバルサプライチェーンの一
環という目的でこのハノイ工場は作られました
が、また同時に東南アジアに衛生陶器の地産地
消を進めるというのも大切な役割ですと説明を
受けました。工場ラインの見学ではベトナム人
社員の各作業に取り組む真撃な姿が印象深く
残っています。日本語の「こんにちは」という
ベトナム語で「シン・チャオ」とすれ違うベト
ナム人社員全員に必ず声を掛けられました。
　ベトナムの気候が日本の梅雨時の蒸し暑い気
候と同じなので工場内の環境を整えるのも一苦
労があるのだろうと思いました。ベトナムの空
は雨季の半年間厚い雲の曇り空でお日様は一切
顔を見せないので洗濯物にはとても苦労すると
話してました。

　この工場の主力製品の衛生陶器はかなりの部
分日本への出荷品であり、見慣れた便器の品番
がたくさん並んでいました。我々の扱っている
便器もここの製造品だったのかと感慨深い思い
がしました。
　ベトナム人の平均年齢が27才とガイドさんが
教えてくれました。そういえば工場内も若者ば
かりです。きっと日本は近い将来ベトナムに人
口（現在ベトナムの人口は約9,300万人）もそ
れに伴って国の勢いも抜かれる日が来るのでは
ないかと思いました。
　翌日はバスでハノイのホテルより約3.5時間
移動の世界遺産ハロン湾クルーズと鍾乳洞の旅
でした。ハロン湾は「海の桂林」といわれてい
る奇岩が海中に林立している所を波もなく快適
なクルーズが出来、晴天でとても良い一日でし
た。ただ鍾乳洞の中を 7 色のライトで照らすの
は、少し違和感がありました。最終日はハノイ
市内の観光でした。行く先々の道のバイクの多
さに驚きました。またクラクションを鳴らし続
けて追い越し運転をし続けるノベス には何時
事故を起こすのだろうかと思い乗っている間、
気が休まりませんでした。世界遺産タンロン遺
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跡を見学に行きますと、タンロン広場でちょう
ど日本文化紹介・地域・教育・芸能・食・ビジ
ネス等、日本とベトナムの更なる交流のための、
“日本さくら祭り” の最中でした。浴衣を着て
うれしそうなベトナムの娘さん、舞台でよさこ
い踊りをおどるベトナムの若者たち、 2 日間の
開催期間中の16万人の来場者の中に我々横浜市

管工事協同組合の12名も参加してきました。
帰ってきてから横浜市も参加団体だった事を知
りました。ベトナムは親日的な国で、日本の良
きパートナーであって欲しいと思い帰ってきま
した。
� 神奈川支部　近藤立三

磯子支部

平成28年度　支部総会
　2016年 4 月22日、磯子支部では総会が開かれ
ました。
　場所は磯子駅から歩いて 5 分のところにある

「天ぷら　井筒」さん。
　こちらはサクサクの天ぷらが絶品で、活きた
エビや穴子を目の前でさばき、天ぷらにして出
してくれます。
　もちろんお刺身も抜群です。
　お酒も地酒から井筒ブランドまでそろってい
て、メニューに合うよう飲むことができます。
　総会では予算編成や今後の行事についても話

し合われました。
　予算は例年通りに使うということでした。
　行事については、夏に家族での食事会にする
か、どこか日帰りで遊ぶか、いろいろ案が出た
のではありますが、この時点ではまだ絞りきれ
ませんでした。
　もちろん年末の忘年会兼慰安旅行も楽しみの
一つであります。
　これについてもまだ詳細は決まっていません。
　開催は18時からということで、総会を30分で
切り上げて…なぜ早めに切り上げるかはご想像
のとおりで…あとは宴会になります。
　サクサクの天ぷらや旬のお刺身など、お酒と
ともにたっぷりと堪能させていただきました。

№ 471 浜 管 た よ り 平成28年 7 月 1 日

－ 17 －



金沢支部

第45回金沢支部通常総会
　平成28年 5 月20日午後 5 時から金沢支部通常
総会が、金沢文庫、[鳳琴楼]にて開催されまし
た。飯田：（有）飯田設備の司会にて総会が始
まり、開会の挨拶を髙橋理事：髙和管設（株）
より、 9 社中 8 社の出席ですが議案審議のほど
宜しくお願いしますとあいさつの後、金子支部
長：（株）金子産商湘南の本年度より 1 社減の
9 社となり往時を振り返れば半分以下の支部員
数となり組織を運営していくのも大変厳しい状
況で支部員の方々にも何らかの形で役員を受け
ざるを得ないのが現実であり支部員の協力がこ
れからも必要ですので、継続可能な運営を続け
ていくためにも、ご協力お願いいたしますとご

挨拶を頂きました。
　続いて、議長の選出、金子支部長、書記選に
飯田を指名し、議案審議に入りました。第 1 号
議案から第 6 号議案までを、原案どおり可決、
承認されました。また、第 5 号議案の平成28年
度役員改選では役員会により選出された候補者
が、承認されました。議案終了閉会の挨拶は青
木孝信様：アオキ工業（株）より支部員の皆様
のご協力により第45回金沢支部通常総会が無事
終了いたしましたと、ご挨拶を頂き、閉会とな
りました。引き続き同場所にて、懇親会が開催
され髙橋理事より熊本地震での復旧活動のお話
や、次回の研修旅行先の話題などで、楽しい一
時を支部員の皆様と過ごし終了いたしました。
� 金沢支部編集委員　　飯田　栄

　今年度も元気で乗り切るための「勝どき飯」。
　磯子支部では毎年このように英気を養ってい
ます。
　余談ですが、この日は岡田支部長の体調が優
れなかったため欠席でした。

　が、息子さんの岡田社長がかわりに会に出て
くれたのが、ちょっと不謹慎かもしれませんが、
やはり嬉しかったです。
� 磯子支部　編集委員　石田　朗
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1 ．理　事　会
佐々木理事長以下21名

平成28年 4 月14日㈭　15時～
　①共同受注工事配分の件
　②新規組合加入承認の件
　③修繕紹介に関わる登録組合員承認の件
平成28年 4 月26日㈫　15時～
　①第67回通常総会提出議案の件
　②任期満了に伴う役員選任の件
平成28年 5 月24日㈫　11時～
　①第67回通常総会運営の件
　②共同受注工事配分の件
平成28年 6 月17日㈮　15時〜
　①第34期理事業務分担の件
　②熊本地震義援金の件

2 ．委員会等
▼総務委員会

月山委員長、髙橋（眞）副委員長、雪野委員、
石田副理事長、永井専務理事、井口事務局長	

平成28年 4 月 7 日㈭　15時〜
　①新規加入者について
　②第67回通常総会提出議題について
　③職員の採用について

▼財務委員会
鈴木委員長、金子副委員長、木村委員、丸山
副理事長、永井専務理事、井口事務局長

平成28年 4 月13日㈬　15時〜
　①金銭出納の確認
　②�平成27年度決算の見込み及び28年度予算

について	

▼事業委員会
宮本委員長、小松副委員長、石田（朗）委員、
丸山副理事長、永井専務理事、井口事務局長

平成28年 4 月11日㈪　10時〜
　①�路面復旧平成27年度決算と28年度予算に

ついて
　②環境創造局との協定改定について
　③水道局との連絡会等について

▼資材委員会
山﨑委員長、佐々木（井）副委員長、横田委
員、石田副理事長、永井専務理事、井口事務
局長

平成28年 4 月11日㈪　15時〜	
　①平成27年度決算及び28年度予算について
　②資材販売の今後の在り方について

▼共同受注委員会
髙橋（光）委員長、大橋副委員長、小堀委員、
石田副理事長、永井専務理事、井口事務局長

平成28年 4 月 7 日㈭　10時〜
　①共同受注配分の状況について
　②�平成28年度給排水修繕紹介並びに共同受

注申し込み組合員の状況について

▼共同受注検査委員会
平澤委員長、雪野副委員長、小松委員、丸山
副理事長、永井専務理事、井口事務局長

平成28年 5 月18日㈬　14時〜
　横浜情報文化センター
　①研修会：横浜市建築保全公社研修会

▼機関誌編集者会議
永井専務理事、丸山副理事長、総務委員、18
支部編集者

会　議
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6 月21日㈫　15時〜
　①第471号「浜管たより」の編集について
　②第472号「浜管たより」の編集について

▼創立80周年記念事業実行委員会
　［設備博分科会］

丸山、石田、永井、月山、鈴木、森部、小松、
井口

平成28年 4 月 6 日㈬　10時〜
　①現在の進捗状況について
　②共催、後援依頼の件について
　③今後の進め方について

　［記念誌編纂分科会］
金子（久）、石田、望月、永井、平澤、金子（繁）、
石田（朗）、横田、田中、高橋（一）、緑川

平成28年 4 月 5 日㈫　15時〜
　①�記念誌作成専門業者（印刷業者）の選定

について
　②役割分担について
平成28年 6 月 7 日㈫　15時〜
　①�記念誌の目次について
　②広告について

▼支部長会
三役、委員会委員長、18支部長

平成28年 5 月17日㈫　15時〜
　①本部よりの報告事項
　②支部からの要望事項

▼神奈川県管工事協同組合連合会
佐々木理事長、石田、丸山理事、永井専務理
事、井口事務局長

平成28年 4 月20日㈬　15時〜

　①第16回通常総会提出議案の件
　②�第 1 回総合設備博機材展・共催お願いの

件
平成28年 5 月30日㈪　16時〜
　箱根仙石温泉「仙郷楼」
　通常総会及び理事会	

3 ．その他関連団体等会議
▼神奈川県中小企業団体中央会総会及び理事会
　 5 月27日㈮　10時〜
　　横浜ロイヤルパークホテル
　 6 月24日㈮　11時〜
　　ホテルキャメロットジャパン

▼全国管工事業協同組合連合会　
6 月14日㈫　14時～
　全管連会館
6 月22日㈬　13時〜
　品川プリンスホテル

▼‌�建設業労働災害防止協会理事会
5 月24日㈫　15時〜
　建設業会館
5 月27日㈮　15時〜
　建設業会館

▼給水装置工事振興財団理事会
6 月 7 日㈫　11時〜
　財団会議室

▼消防設備安全協会理事会
5 月12日㈭　13時〜
　シルクセンター
5 月27日㈮　15時〜
　シルクセンター
�
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＊組合員

　株式会社　K.Y.S 代表者　阿部幸一 瀬谷区橋戸 3 －26－22

新規加入組合員の紹介

 
本社 〒251-0875 神奈川県藤沢市本藤沢 7-3-17 
TEL（0466）83-0015 FAX（0466）80-3751
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　当組合は来年2017年 2 月に創立80周年を迎え
ます。
　組合30年史によると昭和10年ごろに組合の名
称はなかったが仲の良いグループで寄り合って
話し合いの場を作っていた。そして、昭和12年
2 月（1937）に市内20社、県内10数社　合計30
数社が任意組合「神奈川県水道衛生管鉄工組
合」として正式に発足した。その後、平成 3 年
には651社の組合員を数えましたが年々減少し
現在は300社です。
　平成29年には創立80周年記念事業として「記
念式典」「記念誌編纂」に加えて「第 1 回・設

備博」を 9 月15日（金）、16日（土）にパシフィ
コ横浜で開催するべく準備を進めています。テー
マは、
　「次世代に未来を臨む設備博」神奈川発！
　　　　　　　　　　　　　　総合設備機材展
　　　　　　～いのちを繋ぐ先進技術～
として、都市生活のライフラインを支える管工
事の次世代につなぐべき技術を神奈川から発信
し、設備業界及び建設関連業界から一般需要者
に至るまで幅広く紹介し、以って業界の発展と
技術・技能の向上を、後進の育成を図ることを
念願するものです。
　本機関誌を愛読していただいている全国の皆
様のご支援・ご協力をお願いします！
� 副理事長　丸山晴雄

浜 管 た よ り № 471平成28年 7 月 1 日

－ 22 －



№ 471 浜 管 た よ り 平成28年 7 月 1 日

－ 23 －



浜 管 た よ り № 471平成28年 7 月 1 日

－ 24 －



35

№ 471 浜 管 た よ り 平成28年 7 月 1 日

－ 25 －



浜 管 た よ り № 471平成28年 7 月 1 日

－ 26 －



№ 471 浜 管 た よ り 平成28年 7 月 1 日

－ 27 －



取扱保険種目
ガン保険・医療保険・事業保険
火災保険・自動車保険 ほか

◇保険を見直したい！
◇会社の補償は大丈夫？
◇病気のことも心配！

http://www.vision-com.net有限会社ビジョン

取扱代理店

株式会社 ワイコム
横浜中央支店

ＴＥＬ ＴＥＬ
ＦＡＸ ＦＡＸ
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